
第 203回 教育研究評議会議事録 

    

Ⅰ 日 時 令和 4年 1月 20日（木） 14:00～16:20 

 

Ⅱ 出席者 評議員   永田、加藤（光）、和田、金保、BENTON、勝野、加藤（和）、原、太田、池田、溝上、 

西尾、西岡、内山、竹中、倉橋、佐々木、遠藤、山岡、大倉、土井、鄭、中田、 

秋山（英）、中山、田中（誠）、木塚、田中（佐）、山中（弘）、関根、大石、服部、 

吉瀬、佐藤、井田、西保、野中、川上、歳森、猿渡、大根田、坪内、辻村、鈴木、 

秋山（茂）、朴、林、高木、加賀、山中（敏） 

 

Ⅲ 議 題 

〔審 議〕 

1 国立大学法人法改正に伴う学長選考会議に係る規則等改正対応の検討 

について ---------------------------------------------------------- 〔審議 1席上配付資料〕 

2 第 4期中期目標（原案）及び中期計画（案）について --------------------------- 〔審議 2資料〕 

3 国立大学法人筑波大学業務方法書の変更について ------------------------------- 〔審議 3資料〕 

4 令和 4年度における新型コロナウイルス感染症の影響による学生の身分等に関する 

特別措置の制定について ---------------------------------------------------- 〔審議 4資料〕 

5 総合学域群長の選考に関する国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する 

規則の一部を改正する法人規則等の一部改正について --------------------------- 〔審議 5資料〕 

6 IMAGINE THE FUTURE. Forum（仮称）事業基本構想について --- 【一部席上配付資料】〔審議 6資料〕 

7 健幸ライフスタイル開発研究センター設置及び設置に伴う法人規則等の一部改正 

について ------------------------------------------------------------------ 〔審議 7資料〕 

〔報 告〕 

1 第 126回経営協議会報告について -------------------------------------------- 〔報告 1資料〕 

2 令和 3年度学内補正予算について -------------------------------------------- 〔報告 2資料〕 

3 第 3期中期目標期間終了時における積立金の繰越に係る承認申請について --------- 〔報告 3資料〕 

4 令和 4年度国立大学法人運営費交付金等予算案について ------------------------- 〔報告 4資料〕 

5 信用格付の取得について ---------------------------------------------------- 〔報告 5資料〕 

6 大学債発行に関する検討状況について ---------------------------------------- 〔報告 6資料〕 

7 開発研究センターの評価結果について ---------------------------------------- 〔報告 7資料〕 

8 令和 3年度ファクトブックについて ------------------------------------------ 〔報告 8資料〕 

9 令和 3年度 BEST FACULTY MEMBER表彰式の開催について ---------------- 〔報告 9席上配付資料〕 

10 令和 3年度（10～12月）ハラスメント苦情相談・コンプライアンス通報状況 

について ---------------------------------------------------------------- 〔報告 10資料〕 

11 学生の懲戒について 



Ⅳ 議 事 

〔審 議〕 

1      審議 1席上配付資料に基づき説明があった。学長選考会議における意見への対応について種々

意見交換があり、これを踏まえて、学内委員を選出する投票方法について、「学長選考会議の学内

委員選出方法検討委員会」で具体の案を出した上で改めて議論を行うこととなった。 

2～5    審議 2資料～同 5資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

6        審議 6資料及び審議 6席上配付資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

         なお、評議員から、入居率の算出根拠や大学債を利用することのリスクについて質問があり、

金保副学長から、今後、本事業を公表すれば、現時点で意向表明を得ている企業以外にも増える

ことを想定して算出している旨、想定している 3つの資金調達方法のいずれのケースでも最終的

には黒字に転ずる試算である旨の回答があった。 

         また、永田学長から、基本計画の段階において、今後、土地建物等の担保も含め、詳細な償還

計画を立てていく予定である旨の説明があった。 

7      審議 7資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

 

〔報 告〕 

1～3     報告 1資料～同 3資料に基づき、それぞれ報告があった。 

4        報告 4資料に基づき、報告があった。 

         なお、永田学長から、令和 5年度の概算要求に向けて新しい試みをする場合は、早々に動き出

さないと間に合わないため、教育及び研究組織の長にも、積極的に、6 月の骨太の方針に盛り込

まれるような全国規模のアイディアを出してほしいとの発言があった。 

5～10     報告 5資料～同 10資料に基づき、それぞれ報告があった。 

11        学生の懲戒について、口頭により報告があった。 

以 上 


